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算数科学習指導案
平成２６年１０月６日（月曜日）～１０月２４日（金曜日）

５年○組教室 指導者 重田 晴子

１ 単元名 図形の面積

２ 教材観

本単元における学習指導要領の内容として、「B（１）図形の面積を計算によって求めることが
できるようにする。ア 三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の面積の求め方を考えること」、算

数的活動例として、「（１）イ 三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の面積の求め方を、具体物

を用いたり、言葉、数、式、図を用いたりして考え、説明する活動」としている。具体的には、直

線で囲まれた基本的な図形の面積について、必要な部分の長さを測り、既習の長方形や正方形など

の面積の求め方に帰着させて計算によって求めたり、新しい公式をつくり出し、それを用いて求め

たりすることができるようにすることを主なねらいとしている。

まず、平行四辺形の面積を長方形の面積の求め方を基に考える。その際、「図形の面積の一部を

移動して、既習の図形に等積変形する考え」を使って面積を求めることを、具体的操作を通して理

解させていく。ここでは、「既習の図形に変形できれば、新しい図形の面積を求めることができる」

という単元を貫く考え方のよさに気付かせていく。

次に、三角形の面積を、長方形や平行四辺形を基に考える。今度は、「既習の図形の半分の面積

となる倍積変形の考え」を使って面積を求めることを理解させていく。続いて、台形、ひし形の面

積を、平行四辺形や三角形を基に考える。「上底」、「下底」、「対角線」などの算数用語と意味を確

かめながら、それらを用いて「既習の図形に分割する考え」を理解する。これまでの求積方法との

共通点だけでなく相違点にも気付かせ、多様な考え方を身に付けるとともに、それらを選んで活用

する力を身に付けていく。

また、三角形、四角形、平行四辺形の底辺や高さの理解を確実にするために、底辺をどこにとる

かで高さがきまること、底辺をどこにとっても面積は同じであることなど図形の見方を養っていく。

さらに、求積に必要な部分の長さを測ったり、多くの辺の長さを示し必要な情報を選んだりして面

積を求めたりする活動を通して、公式の理解を深め、公式を活用する力を身に付けていく。

そして、単元末には、学習したことを活用して多角形の面積や身近な土地の面積を求めるなどの

問題に取り組み、様々な図形の面積への興味を広げたり、生活に結び付けて考えたりする態度を養

っていく。

単元全体を通して、児童が、既習の「知識･技能」を基にして、新しい基本的な図形の求積公式

を主体的に導き出す「考え方」を身に付けることを重視する。自ら工夫して求積公式を導き出す活

動を行うことで、一人一人が、数学的な見方や考え方を養い、そのよさを味わうことができると考

える。また、三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の面積の求め方を、具体物を用いたり、言葉、

数、式、図を用いたりして考え、説明する活動を通して、一人一人が、根拠を明らかにして考え、

表現する力を段階的に高めていけるようにする。

このような児童の主体的な活動を軸とした学習展開を行うことで、単元の目標となる既習の図形

に帰着させて面積を求めたり、導き出した面積公式の意味を理解して活用していく力を身に付けて

いけると考える。

３ 研究とのかかわり

研究主題は、「筋道を立てて考え、表現する力を高める算数科指導の工夫」、副主題を「『ひらめき

ｉシート』を用いた知識・技能、考え方を活用する活動を通して」とした。

まず、活用し、身に付ける「知識・技能、考え方」を明確にした単元構想を行う。本単元のねらい
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となっている数学的な考え方は、「既習の正方形や長方形の求積方法を基にして、倍積変形、等積変

形の考えを用いて、平行四辺形や三角形、台形、ひし形の面積の求め方を、具体物や図、式を用いて

考えている」である。これらを基に、児童の実態や学習の系統性を踏まえ、重点的に指導する数学的

な考え方と活用し、身に付ける「知識・技能、考え方」を明確にする。本単元では、主に身に付けた

い数学的な考え方を、演繹的な考え（平面図形の面積を既習の面積の求め方を基に、考え、説明する

こと）、操作の考え（図形の面積を、移動するなどの操作を用いて、既習の図形に帰着させて考える

こと）とした。そして、それらを身に付けた児童の姿を、１単位時間ごとに児童が振り返りの活動で

記述する言葉や図として具体的に捉えた。

この単元構想を基に、「ひらめきｉシート」を用いた学習活動を行う。「つかむ」過程では、「ひら

めきｉシート」で解決に使えそうな考えを見付け、自ら見通しを立てる。「解決・交流する」過程で

は、「ひらめきｉシート」で考えの根拠や手順を確かめ、自ら解決したり説明したりする。「まとめ

る」過程では、「ひらめきｉシート」に学習し、分かったことを言葉や図を用いて、自ら振り返る。

この振り返りの記述が、単元構想で捉えた児童の言葉と同じになるよう、教材や活動、発問の工夫を

行っていく。また、それぞれの過程で「考え方カード」を提示し、類推・帰納・演繹など、どんな数

学的な考え方を用いて解決するのかを意識化し、解決の進め方を養っていく。そして、例えば、演繹

の考え方（分かっていることを使って考える・説明するという考え方）であれば、児童から出された

考え方やより良い表現の仕方を価値付け、板書して共有できるようにする。これらの「考え方カード」

や板書を手がかりとして児童が学習して分かったことを、より良い考えや表現を取り入れて振り返り、

記述する。そして、新たな課題の解決に自ら記述した「知識・技能、考え方」を活用していく。

このような単元構想を基に、本単元で用いる数学的な考え方を単元を通して明確化・意識化し、「ひ

らめきｉシート」を用いた活動を通して指導・評価していくことで、研究の主題である「筋道を立

てて考え、表現する力を育てる算数科指導の工夫」について実践を通して明らかにしていく。

４ 単元の目標

いろいろな図形の面積を、倍積変形、等積変形によって既習の図形に帰着させて考えたり、自分の

考えを、具体物や言葉、数、式、図を用いて考え、説明したりすることを通して、平面図形の面積を、

計算によってより良い方法で求められるようにする。

５ 指導計画（全１３時間予定）

評 算数への関心・ 既習の正方形や長方形の求め方に帰着させ、平行四辺形や三角形、ひ
価 意欲・態度 し形、台形の面積を求めるよさに気付き、進んで活用しようとしている。
規 また、三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積の公式を導き出そうと
準 している。

数学的な考え方 既習の正方形や長方形の求積方法を基にして、倍積変形、等積変形の
考えを用いて、平行四辺形や三角形、台形、ひし形の面積の求め方を、
具体物や図、式を用いて考えている。

数量や図形につ 求積公式を活用し、平行四辺形や三角形、台形、ひし形の面積を求め
いての技能 ることができる。

数量や図形につ 平行四辺形や三角形の面積の求め方や求積公式の意味を理解してい
いての知識・理 る。また、平面図形の面積の大きさについての豊かな感覚を持っている。
解
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小 時 伸ばしたい資質・能力 主な学習活動（○）
単 間 活用する 主な思考力・表現力 研究に関わる主な活動（◎）
元 知識･技能、考え方 評価の観点（【】）

１ １ ・長方形の面積公式 類推的な考え ○住宅地図を示し、いろいろな図形の面

・面積の意味 ・複合図形の求め方と同じ を求めるという単元の学習の見通しを

平 ・長さの測定 ように考えること 持つ。

行 ・面積公式が分かる既習 ・平行四辺形を分割する、 ○平行四辺形の面積の求め方を考える。

四 の図形に変形する考 動かすなどして長方形に ◎「ひらめきiシート」を用いて、複合図

辺 え 変形する考え 形の求積方法が使えないか見通しを立

形 ・既習の面積公式を基 演繹的な考え て、その考え方を基に根拠を明確にし

の に、考え、説明する ・平行四辺形の面積を長方 て考え、説明する。

面 演繹的な考え 形の面積の求め方を基に 【関】平行四辺形の面積を、等積変形の

積 考え、説明すること 考えで求めようとしている。

（発言、ノート、ひらめきiシート）

２ ・長方形の面積の公式 類推的な考え ○平行四辺形の面積を求めるために、

・面積の意味 ・複合図形の求め方と同じ 必要な長さを考える。

・長さの測定 ように考えること ◎「ひらめきiシート」を用いて、前時の

・面積公式が分かる既習 ・平行四辺形を分割する、 平行四辺形の求積方法から見通しを立

の図形に変形する考 動かすなどして長方形に て、いくつかの平行四辺形の面積を求

え 変形する考え める。

・いくつかのものからき 帰納的な考え ◎共通するきまりについて話し合い、面

まりを見付ける帰納 ・いくつかの平行四辺形の 積公式を導き出す。

的な考え 面積を求めることを通し 【考】等積変形の考えを使って、既習の

て、きまりを見付け、面 図形の求積公式から平行四辺形の求積

積の公式を導き出すこと 公式を導き出している。

（発言、ノート、ひらめきiシート）

３ ・平行四辺形の面積の公 類推的な考え ○平行四辺形の「底辺」と「高さ」につ

式 ・合同な図形の回転や反転など いて理解を深める。

・高さの意味 の見方から、底辺を変えたと ◎「ひらめきiシート」を用いて、合同な

・長さの測定 きの面積について考えること 図形の回転や反転などの見方から見通

・図形を回転させる、反 ・図形の見方が変わっても、面 しを立て、図形の向きを変えた時の面

転させる見方 積は変わらないという見方 積について考え、説明する。

【知】底辺をどこにとるかで高さが決ま

るという図形の見方を基に、面積が同

じになることを理解している。

（発言、ノート、ひらめきiシート）

４ ・平行四辺形の面積の公式 類推的な考え ○高さの分かりずらい平行四辺形の面積

・高さの意味 ・平行四辺形を分割する、 の求め方を考え、「高さ」について理解

・長さの測定 動かすなどして長方形や を深める。

・面積公式が分かる既習の 高さの分かる平行四辺形 ◎「ひらめきiシート」を用いて、前時ま

図形に変形する考え やに変形する考え での平行四辺形の求積方法から見通し

・既習の面積公式を基に、 演繹的な考え を立て、その考え方を基に考え、説明

考え、説明する演繹的な ・高さの分かりずらい平行 する。

考え 四辺形の面積を長方形や 【知】平行四辺形の高さが底辺の延長上

高さの分かる平行四辺形 にくる場合も求積公式にあてはめて求

の面積の求め方を基に考 められることを理解している。

え、説明すること （発言、ノート、ひらめきiシート）
・平行四辺形の高さは、底

辺と向かい合った平行な

辺の間の長さであるとい

う図形の見方。

５ ・平行四辺形の面積の公 演繹的な考え ○住宅地図の図形の面積についての活用

式 ・公式を使って面積から底辺や 問題を解き、既習事項を用いて説明す

・平行四辺形の高さの意 高さを求めること る。
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味 演繹的な考え ◎「ひらめきiシート」を用いて、既習の

・平行四辺形の長さの測 ・平行四辺形の高さは平行線の 「知識・技能、考え方」を基に見通し

定 間の長さであることをから底 を立てたり、根拠を明らかにして説明

辺と高さが同じならば面積が したりできるようにする。

同じであることを説明するこ 【知】平行四辺形の底辺と高さが等しけ

と れば、形が変わっても面積は変わらな

いことを理解している。

【技】平行四辺形の求積公式から、高さ

を求めることができる。

（ノート、プリント、ひらめきiシート）

２ ６ ・長方形、平行四辺形の 類推的な考え ○三角形の面積の求め方を考える。

面積の公式 ・複合図形や平行四辺形の ◎「ひらめきiシート」を用いて、平行四

三 ・長さの測定 求め方を基に見通しを立 辺形の求積方法から見通しを立てたり、

角 ・面積公式が分かる既習 て考えること もっと他の方法がないか考えたりして、

形 の図形に変形する考 ・三角形の面積を分割する、 既習の考え方を基に根拠を明確にして

の え 動かす、増やすなどして 考え、説明する。

面 ・既習の面積公式を基 長方形、平行四辺形に変 ◎共通するきまりについて話し合い、面

積 に、考え、説明する 形する考え 積公式を導き出す。

演繹的な考え 演繹的な考え 【関】三角形の面積を、等積変形や倍積

・三角形の面積を長方形や 変形の考えで求めようとしている。

平行四辺形の面積の求め 【考】既習の長方形や平行四辺形に変形

方を基に考え、説明する して考え、説明している。

こと （発言、ノート、ひらめきiシート）
帰納的な考え

・いくつかの三角形の面積

を求めることを通して、

きまりを見付け、面積の

公式を導き出すこと

７ ・三角形の面積の公式 類推的な考え ○三角形の「底辺」と「高さ」について

・高さの意味 ・合同な図形の回転や反転など 理解を深める。

・長さの測定 の見方から、底辺を変えたと ◎「ひらめきiシート」を用いて、平行四

・図形を回転させる、反 きの面積について考えること 辺形の時と同じように、合同な図形の

転させる見方 ・図形の見方が変わっても、面 回転や反転などの見方から見通しを立

積は変わらないという見方 て、図形の向きを変えた時の面積につ

いて考え、説明する。

【知】底辺をどこにとるかで高さが決ま

るという図形の見方を基に、面積が同

じになることを理解している。

（発言、ノート、ひらめきiシート）

８ ・長方形や平行四辺形、 類推的な考え ○高さの分かりずらい三角形の面積の求

高さの分かる三角形 ・三角形を分割する、動か め方を考え、「高さ」について理解を深

の面積の公式 す、増やすなどして長方 める。

・高さの意味 形や平行四辺形、高さの ◎「ひらめきiシート」を用いて、前時ま

・長さの測定 分かる三角形に変形する での図形の求積方法から見通しを立て、

・面積公式が分かる既習 考え その考え方を基に考え、説明する。

の図形に変形する考 演繹的な考え 【知】三角形の高さが底辺の延長上にく

え ・高さの分かりずらい三角 る場合も求積公式にあてはめて求めら

・既習の面積公式を基 形の面積の求め方を長方 れることを理解している。

に、考え、説明する 形や平行四辺形、高さの （発言・ノート・ひらめきiシート）
演繹的な考え 分かる三角形の求め方を

基に考え、説明すること

・三角形の高さは、底辺と

向かい合った頂点を通る

平行な辺の間の長さであ

るという図形の見方。
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９ ・三角形の面積の公式 演繹的な考え ○住宅地図の図形の面積についての活用

・三角形の高さの意味 ・公式を使って面積から底辺や 問題を解き、既習事項を用いて説明す

・三角形の長さの測定 高さを求めること る。

演繹的な考え ◎「ひらめき iシート」を用いて、「既習

・平行四辺形と同じで、三角形 の知識・技能、考え方」を基に、見通

の高さは、平行線の間の長さ しを立てたり、根拠を明らかにして説

であることを使って底辺と高 明できるようにする。

さが同じならば面積が同じで 【知】三角形の底辺と高さが等しければ、

あることを説明すること 形が変わっても面積は変わらないこと

を理解している。

【技】三角形の求積公式から、高さを求

めることができる。

（ノート、プリント、ひらめきiシート）

３ 10 ・長方形や平行四辺形、 類推的な考え ○台形の面積の求め方を考える。

三角形の面積の公式 ・平行四辺形や三角形の求 ◎「ひらめきiシート」を用いて、平行四

台 ・長さの測定 め方を基にいくつかの方 辺形や三角形の求積方法から見通しを

形 ・面積公式が分かる既習 法で見通しを立て、考え 立てたり、もっと他の方法がないか考

の の図形に変形する考 ること えたりして、既習の考え方を基に根拠

面 え ・台形の面積を分割する、 を明確にして考え、説明する。

積 ・既習の面積公式を基 動かす、増やすなどして ◎共通するきまりについて話し合い、面

に、考え、説明する演 長方形や平行四辺形、三 積公式を導き出す。

繹的な考え 角形に変形する考え 【関】既習の考えを使って、台形の面積

演繹的な考え を求めようとしている。

・三角形の面積を、長方形 （発言、ノーﾄ、ひらめきiシート）
や平行四辺形の面積の求 【考】台形を既習の求積公式が使える形

め方を基に考え、説明す に変えて、面積の求め方を考えている。

ること （発言、ノーﾄ、ひらめきiシート）
帰納的な考え

・平行四辺形、三角形と同

じように、いくつかの考

え方からきまりを見付け、

面積の公式を導き出すこ

と

４ 11 ・長方形や平行四辺形、 類推的な考え ○ひし形の面積の求め方を考える。

三角形の面積の公式 ・長方形や平行四辺形、三 ◎「ひらめきiシート」を用いて、平行四

ひ ・長さの測定 角形などの求め方を基に 辺形や三角形などの求積方法から自ら

し ・面積公式が分かる既習 いろいろな方法で見通し 見通しを立て、既習の考え方を基に、

形 の図形に変形する考 を立て、考えること いろいろな考え方で解決したり、説明

の え ・ひし形の面積を分割する、 したりできるようにする。

面 ・既習の面積公式を基 動かす、増やすなどして ◎共通するきまりについて話し合い、面

積 に、考え、説明する 長方形や平行四辺形、三 積公式を導き出す。

演繹的な考え 角形などに変形する考え 【関】既習の考えを使って、ひし形の面

演繹的な考え 積を求めようとしている。

・ひし形の面積を長方形や （発言、ノーﾄ、ひらめきiシート）
平行四辺形、三角形の面 【考】ひし形を既習の求積公式が使える

積の求め方を基に考え、 形に変えて、面積の求め方を考えてい

説明すること る。

帰納的な考え （発言、ノーﾄ、ひらめきiシート）
・台形などと同じように、

いくつかの考え方からき

まりを見付け、面積の公

式を導き出すこと

・対角線を使って求めても、

面積は変わらないという

見方
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５ 12 ・既習の図形の面積の公式 類推的な考え ○多角形の面積の求め方を考える。

・高さの理解 ・多角形を対角線で分割して三 ◎「ひらめきiシート」を用いて、既習の

求 ・対角線の意味 角形に変形する考え 図形の求積方法や多角形を既習の対角

積 ・既習の図形に変形する考 演繹的な考え 線で分割する考えなど、いろいろな考

方 え ・多角形は、三角形の面積公式 え方からより良い考え方を選んで見通

法 ・多角形の対角線で分割す を使えば、面積が求められる しを立て、解決し説明できるようにす

の れば、三角形になる考え 考え る。

工 ・既習の面積公式を基に、 一般化の考え ◎いろいろな考え方からどんな多角形で

夫 考え、説明する演繹的な ・どんな多角形でも、対角 も面積を求められるき考え方を見いだ

考え 線で三角形に分割すれば、 す。

面積が求められる考え 【関】既習の考えを使って、一般の四角

形や五角形の面積を求めようとしてい

る。

【考】一般の四角形や五角形を既習の求

積公式が使える形に分割して、面積の

求め方を考えている。

（発言、ノーﾄ、ひらめきiシート）

６ 13 ・既習の全ての図形の面 類推的な考え ○多角形の面積の求め方を考える。

積の公式 ・多角形を分割する、動か ○生活の場面と結び付けた活用問題（実

練 ・高さの理解 すなどして長方形や平行 際の学校の面積を多角形とみなして求

習 ・対角線の意味 四辺形、三角形、台形な める）を解き、既習事項を用いて説明

・既習の図形に変形する どに変形する考え する。

考え 演繹的な考え ◎必要に応じて「ひらめきiシート」を用

・多角形の対角線で分割 ・多角形の面積を、長方形 いて、単元で身に付けた「既習の知識

すれば、三角形にな や平行四辺形、三角形や ・技能、考え方」を活用し、「なぜそう

る考え 台形などの面積の求め方 なるのか」の根拠を説明できるように

・既習の面積公式を基 を基に考え、説明するこ する。

に、考え、説明する と ○単元末の「練習問題」を解いて、習熟

演繹的な考え 一般化の考え を図る。

・どんな多角形でも対角線 【知】図形の性質や既習の面積公式を活

で三角形に分割すれば、 用して、いろいろな身近な土地の面積

面積が求められる考え を求めることができる。

（発言、プリント、ひらめきiシート）

７ ・本単元までに身に付け ○本単元で身に付けた「知識・技能、考え方」を評価する短答式、

た「知識・技能、考 記述式の問題に取り組む。

評 え方」 ＜問題例＞

価
テ
ス
ト

【考】既習の図形の求積方法を基にして、倍積変形、等積変形などの考えを

用いて、凧形の面積の求め方を考え、表現している。（評価テスト）

右の図形について次の２つのことが言

えるわけを説明しましょう。

(1) 四角形アイウエの面積は、長方形
カキクケの面積の半分になっている。

(2) ひし形と同じで、四角形アイウエ
の面積は 対角線×対角線÷２ で求

められる。
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６ 展開（１／１３）

(1) ねらい

○ 平行四辺形の面積について、既習の図形の求積方法と結び付けて見通す活動を通して、長方形に

帰着させれば計算で求められることに気付き、自分なりの方法で面積を求めようとしている。

(2) 準 備 ＜教師＞ 平行四辺形(掲示用、配布用）、考え方カード

＜児童＞ 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価（◇）

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 住宅地図を基に、単元の課題を把 ３ ○ 実際の住宅地図を示し、様々な図形の面積を求

握する。 めようとする意欲を高めるために、「どの土地が

・ いろいろな図形があるね。 一番広いか」「どうしたら面積を比べられるか」

・ 長方形や正方形でない面積はどう などを発問する。

やって求めるのかな。

２ 既習事項を基に、平行四辺形の面 ７ ○ 様々な面積の求め方をイメージできるよう、方

積の求め方の見通しを持つ。 眼マスにかいた平行四辺形を提示する。

・ １㎠のいくつ分で数えると大変だ。 ※ 数学的な考え方を意識して、筋道を立てて課題

・ 平行四辺形の公式は分からないね。 解決ができるよう、上記のように発問した後、対

・ 正方形や長方形でない図形の面積 応する「考え方カード」を黒板に掲示する。（以

は、どのようにして求めたかな。 下同様）

・ 「ひらめきiシート」を見ると、 ○ 既習の複合図形の面積の求め方と結び付けて見

複合図形の面積は、長方形や正方形 通しが持てるよう、第４学年「面積」の単元の「ひ

の形に変えて、公式を使って求めて らめきiシート」を用いて見通しを立てるよう促

いるね。 す。

・ 平行四辺形も切って動かせば、長 ○ 個々の見通しを全体で交流し、単元構想でとら

方形に変えられそうだ。 えた活用する「知識・技能、考え方」に気付ける

よう、発問したり価値付けたりする。

○ 活用する「知識・技能、考え方」を基に解決で

きるよう、「考え方カード」と対応させて、児童

から出された考えのキーワードを板書する。

３ 平行四辺形の求積方法を考える。 １０

・予想される記述例

○ 考えの根拠を明らかにして考えたり、説明した

りできるよう、「切って動かす」「長方形の形に変

える」「長方形の公式を使って」など、児童から

引き出したキーワードを参考にするよう助言する。

◎ つまずいている児童が解決の糸口をつかめるよ

う、「ひらめきiシート」や板書などで確かめるよ

・ 長方形に形を変えて考えたよ。 う助言する。

４年生の面積で学習でしたやり方と、同じように考え

られることはありますか。（類推）

どの既習の図形を基にしたのか根拠を明確にして、考え

たり説明したりしましょう。（演繹）

[課題] 平行四辺形の面積を、既習の図形の求め方を基に、計算で求める方法を考えましょう。
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・ 長方形の公式を使えるようにした ◇ 平行四辺形の面積を、長方形に等積変形すると

よ。 いう根拠を基に、計算で求めようとしている。【関】

・ 長方形にすれば、公式が使えるね。 （発言・ノート）

４ 考えを発表し、全体で比較・検討 １５ ○ 児童が、より良い方法や説明の仕方に気付き、

する。 考えを深められるよう、考えの根拠を明らかにし

・ 予想される考え て表現できている児童を意図的に指名する。

① ② ◎ 全体で考えを共有できるよう、指名された児童

だけでなく、説明を繰り返させたり、図から説明

させたり、続きを説明させたりする。

③

・ どの方法も、平行四辺形は、長方 ○ 分かったことを児童の言葉を生かしてまとめ、

形に形を変えて、公式を使って計算 振り返ることができるよう、「考え方カード」と

で求めているんだね。 対応させて児童から出された考えのキーワードを

板書する。

５ 学習のまとめをする。 １０ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

習の振り返りを記述する。 葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

＜児童に書かせたい記述例＞ ○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は、板書のキーワードを基に振り返るよう助言す

る。

◇ 平行四辺形の面積を、長方形に等積変形すると

いう根拠を基に、考えたり表現したりしている。

【考】（発言・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

似ているところ、同じところはありますか。（統合）

1/13

＜考え方カード＞

・切って動かす ・長方形の公式を使う ・公式を使って計算して

・長方形や正方形にする いる

＜児童の考え＞ ＜まとめ＞

① ② ③

平行四辺形は、長方形に形を変えると公

式を使って、計算で面積を求められる。

平行四辺形の面積は、切って

ずらす考えを使って、長方形に

形を変えれば、面積が求めら

れる。

平行四辺形は、長方形に形を変えると公

式を使って、計算で面積を求められる。

[課題] 平行四辺形の面積を、既習の図形の求め方を基に、計算で求める方法を考えましょう。
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６ 展開（２／１３）

(1) ねらい

○ いくつかの平行四辺形の面積を求める活動を通して、面積を求めるのに必要な長さを調べ共通点

を見いだすことで公式を考えることができる。

(2) 準 備 教師 平行四辺形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価（◇）

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 １５

・ 「ひらめきiシート」に身に付け ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

た「知識・技能、考え方」が十分に に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

書けていたか確かめる。 実物投影機を使って紹介する。

２ 前時の平行四辺形と周りの長さが ○ 量感を養うために、直感的に面積の大小を予想

等しい平行四辺形の面積を求める。 するよう発問する。

○ 前時までの面積の求め方と結び付けて見通しが

・ 面積は小さくなりそうだ。 持てるよう、「ひらめきiシート」を必要に応じて

・ 前時と同じに、切ってずらして長 用いてよいことを指示する。

方形に形を変えれば、求められるね。 ○ 個々の見通しを全体で交流し、単元構想でとら

えた活用する「知識・技能、考え方」に気付ける

３ 見通しを基に解決する。 よう、発問したり価値付けたりする。

◎ 活用する「知識・技能、考え方」を基に解決で

きるよう、「考え方カード」と対応させて、児童

から出された考えのキーワードを板書する。

○ 「ひらめきiシート」を使って立てた見通しを

・ ６×３＝１８ １８㎠になったよ。 基に個々に解決する。

・ やっぱり、面積は小さくなったね。

４ 前時と本時の平行四辺形を比べな １０

がら、平行四辺形の面積を求めるの

に必要な長さについて考える。 ◎ 長方形に変形する前の平行四辺形のどの部分の

・ どちらも切ってずらしているけれ 長さになるのか分かるよう、底辺や高さなどそれ

ど、平行四辺形の横の長さを使って ぞれの辺を色分けした図で示す。

いるね。

・ どれも、長方形のたての長さを使

っているね。

・ でも、平行四辺形の斜めの辺の長 ○ どんな平行四辺形でも同じことが言えるのか確

さは、使わないね。 かめられるよう、いくつかの平行四辺形を提示し、

・ 面積は周りの長さは、関係ないね。 発問する。

前に学習したやり方と、同じように考えられることは

ありますか。（類推）

どんなきまりがありそうですか。ほかの平行四辺形

でも調べてみましょう。（帰納）

二つの平行四辺形の面積の求め方で似ているところ、

同じところはありますか。（統合）

[課題] 平行四辺形の面積の公式を考えましょう。
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５ いくつかの平行四辺形の面積の求 ５

め方から、面積を求める公式をつく

る。 ○ 公式の意味が理解できるよう、始めは、児童か

ら出てきた表現で式に表し、正しい算数用語へと

置き換えていく。

・ どの平行四辺形も、「長方形のた ○ 底辺、高さの用語を知らせ、高さを正しく理解

て×長方形の横」で、面積を求める できるよう、底辺に対して、垂直に交わっている

ことができたよ。 こと、どこにとっても同じ長さになることを作図

・ 平行四辺形では、「底辺×高さ」 して示す。

と言うんだね。 ◇ 面積を求めるのに必要な長さを調べ、共通点を

基に公式を導き出している。【考】（発言、ノート）

６ 学習のまとめをする。 １５ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

習の振り返りを書く。 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

＜児童に書かせたい記述例＞ た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は、板書のキーワードを基に振り返るよう助言す

る。

・ 「ひらめきiシート」に記述した ○ より理解を深めるために、友達の良いところを

ことを見せ合う。 相互評価しながら自分の「ひらめきiシート」に

・ 適用問題をする。 付け足しをする。

◇ 面積を求めるのに必要な長さを調べ共通点を見

出し、公式を考えることができる。【考】

（発言・ノート・ひらめきiシート）

７ 板書計画

2/13

＜考え方カード＞

・切って動かす ・平行四辺形の横の辺 ・長方形のたての辺

・長方形にする ・長方形のたての辺 ×長方形の横の辺

＜児童の考え＞ ＜まとめ＞

式や計算

答え

式や計算

答え

式や計算

答え

平行四辺形の面積は「底辺×高さ」

で求められる。

平行四辺形の面積の

は、長方形の面積の

公式をもとにすると、

たて×横を底辺×高

さと置き換えて表せ

るんだな。

いくつかの平行四辺形から分かったきまりを、分かり

やすくまとめましょう。（帰納）

[課題] 平行四辺形の面積の公式を考えましょう。
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６ 展開（３／１３）

(1) ねらい

○ 一つの平行四辺形の面積を、二通りの底辺のとり方で求める活動を通して、平行四辺形は、底辺

をどこにとるかで高さが決まり、底辺をどこにとっても面積は変わらないことを理解する。

(2) 準 備 教師 平行四辺形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 １０ ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

・ 「ひらめきiシート」に身に付け に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

た「知識・技能、考え方」が十分に 実物投影機を使って紹介する。

書けていたか確かめる。

２ 既習事項を基に、底辺が水平でな ○ 前時までの平行四辺形とどこが違うかを問いか

い平行四辺形の面積の求め方の見通 けることで、どうすれば面積が求められるのかの

しを持つ。 ア 見通しを持てるようにする。

イ エ

○ 既習の図形の回転の考えと結び付けて見通しが

ウ 持てるよう、第５学年「図形の合同と角」の単元

・ 平行四辺形だから「底辺×高さ」 の「ひらめきiシート」を用いて見通しを立てる

で面積を求められるね。 よう促す。

・ でも、底辺はどこか分からないな。 ○ 個の見通しを伝え合い、より適切な見通しがも

・ 合同な図形のときと同じで、図形 てるよう、「ひらめきiシート」を用いながらペア

を回転させれば底辺決められるよ。 で交流し、その後全体で交流する。

・ 回転させると底辺のとり方が二通 ◎ 活用する「知識・技能、考え方」を基に解決で

りになるね。 きるよう、「考え方カード」と対応させて、児童

・ 底辺が違っても、面積は同じなの から出された考えのキーワードを板書する。

かな。

３ 二通りの方法で平行四辺形の面積 １０ ○ 「ひらめきiシート」を使って立てた見通しを

を求める。 基に個々に解決する。

○ 底辺を決め、高さを正確に作図できるよう、「ひ

らめきiシート」で高さの定義や作図の仕方を確

かめるよう助言する。

○ 測定によっては、誤差が出ることを知らせる。

・ 高さは、底辺に対して垂直に引く ◎ 底辺、高さの測定や作図でつまずいている児童

んだったね。 には、個別に支援する。

・ どちらも面積はほぼ同じになるね。

４ 考えを発表し、全体で比較・検討 １０ ○ 分かったことを児童の言葉を生かしてまとめ、

する。 振り返ることができるよう、「考え方カード」と

・ どちらの底辺でも、面積は同じに 対応させて児童から出された考えのキーワードを

なった。 板書する。

前に学習したやり方と、同じように考えられることは

ありませんか。（類推）

[課題] 平行四辺形の底辺をどこにするかでちがいがあるか調べましょう。
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・ 底辺が決まるとそれに対する高さ

が決まるんだね。

・ どちらの求め方でもいいんだね。

５ 学習のまとめをする。 １５ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

習の振り返りを書く。 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

＜児童に書かせたい記述例＞ た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は、板書のキーワードを基に振り返るよう助言す

る。

・ 「ひらめきiシート」に記述した ○ より理解を深めるために、友達の良いところを

ことを見せ合う。 相互評価しながら自分の「ひらめきiシート」に

・ 適用問題をする。 付け足しをする。

◇ 平行四辺形は、底辺をどこにとるかで高さが決

まり、底辺をどこにとっても面積は変わらないこ

とを理解している。【知】

（発言・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

3/13

＜考え方カード＞

・底辺×高さ ・図形は回転させても

合同

・底辺に対して高さは

垂直

＜児童の考え＞ ＜まとめ＞

平行四辺形の底辺、高さは二通りあり、

どちらで計算しても面積は変わらない。

式や計算

答え

式や計算

答え

平行四辺形の底辺、高さは二通りあり、

どちらで計算しても面積は変わらない。

底辺が決まると高さ

が決まるんだな。底

辺をどこにしても、

面積は同じなんだ

な。

[課題] 平行四辺形の底辺をどこにするかでちがいがあるか調べましょう。
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６ 展開（４／１３）

(1) ねらい

○ 高さの直線が底辺に垂直に交わらない平行四辺形の面積を求める活動を通して、長方形や平行四

辺形に等積変形したり高さの概念を当てはめたりするなど既習の方法を用いて面積を求め、公式が

使えることを理解している。

(2) 準 備 教師 平行四辺形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 １０

・ 「ひらめきiシート」に身に付け ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

た「知識・技能、考え方」が十分に に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

書けていたか確かめる。 実物投影機を使って紹介する。

○ 相違点を見いだし、見通しを立てやすくするた

２ 高さの直線が、底辺に垂直に交わ めに、方眼マスにかいた前時までの平行四辺形と

らない平行四辺形の面積を求め方に 本時の平行四辺形を提示する。

ついて、既習事項を基に見通しを立

てる。（全体交流）

○ 「前時までのどの方法が使えそうか」「何を基

・ 高さの直線を、底辺に垂直に引け にそう考えたのか」など根拠を明確にして適切に

たのに今度は引けないな。 見通しが持てるよう「ひらめきiシート」を用い

・ どこを高さにすればよいのかな。 ることを助言する。

・ 前と同じように、長方形に形を変 ○ 個々の見通しを全体で交流し、単元構想でとら

えれば求められそう。 えた活用する「知識・技能、考え方」に気付ける

・ 高さの直線が底辺に引ける平行四 よう発問する。

辺形に形を変えられないかな。 ◎ 活用する「知識・技能、考え方」を基に解決で

きるよう、「考え方カード」と対応させて、児童

から出された考えのキーワードを板書する。

３ 既習事項を基に、平行四辺形の面 １０

積の求め方を考える。

① 高さの直線が底辺に引ける平行四 ○ 「何を基に考えたか」根拠を明確にしたり、「高

辺形に変形して考える。 さはどの部分か」図示したりして考えたり説明し

たりできるよう「ひらめきiシート」を用いるこ

とを助言する。

② 長方形に変形して考える。 ◎ つまずいている児童は、第1～３時の「ひらめき

iシート」をヒントするよう助言したり、個別に

支援したりする。

前に学習したやり方と、同じように考えられること

はありますか。（類推）

分かっていることを基にして、考えましょう。

（演繹）

分かっていることを基にして、考えたり説明したり

しましょう。（演繹）

[課題] 高さの直線が底辺に垂直に交わらない平行四辺形の面積も、公式を使って求められるか考えよう。
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③ 高さの意味から考える ◇ 平行四辺形の面積を長方形や平行四辺形を等積

変形したり、長さの概念を当てはめたりするなど、

既習の方法を根拠として求めようとしている。

【関】（発言・ノート）

４ 考えを発表し、全体で比較・検討 １５ ○ 児童が、より良い方法や説明の仕方に気付き、

する。 考えを深められるよう、考えの根拠を明らかにし

・ 高さの直線が底辺に引ける平行四 て表現できている児童を意図的に指名する。

辺形にすると、公式を使えたよ。 ◎ 全体で考えを共有できるよう、指名された児童

・ 長方形に変形すると、公式を使っ だけでなく、説明を繰り返させたり、図から説明

て計算できたよ。 させたり、続きを説明させたりする。

・ 底辺を延ばすと高さが引けました。

・ どの方法も、公式を使って計算で

求められるね。

・ どの場合も、高さは底辺と平行な ○ どの方法でも、高さが、底辺と底辺と向かい合

辺の間の長さになっているね。 う平行線の間の長さになることを、図を重ね合わ

せることで視覚的にとらえられるようにする。

５ 学習のまとめをする。 １０ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

習の振り返りを書く。 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

＜児童に書かせたい記述例＞ た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は板書のキーワードを基に振り返るよう助言する。

◇ 平行四辺形の高さが底辺の延長上にくる場合も

公式を使って求められることを理解している。

【知】（発言・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

似ているところ、同じところはありますか。（統合）

高さの直線が底辺に垂直に交わらない平行四辺形も、

平行線の間の長さを高さとして面積を求められる。

高さが分かりにくい平行四辺

形も切ってずらす考えを使っ

て、長方形や平行四辺形に

形を変えれば、面積が求め

られるんだな。

平行四辺形の高さは、底辺と

底辺と向かい合う辺の平行線

の間の長さなんだな。

4/13

・切って動かす ・高さが分かる平行四辺形 ・平行四辺形にする

・高さは平行線の間の長さ ・高さは平行線の間の

＜児童の考え＞ 長さ

① ② ③
まとめ

高さの直線が底辺に垂直に交わらない平

行四辺形も、平行線の間の長さを高さとし

て面積を求められる。
式や計算

答え

式や計算

答え

式や計算

答え

[課題] 高さの直線が底辺に垂直に交わらない平行四辺形の面積も、公式を使って求められるか考えよう。
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６ 展開（５／１３）

(1) ねらい

○ 底辺と高さが同じ平行四辺形の面積を求めたり、面積から底辺や高さを求めたりすることを通し

て、平行四辺形の求積公式を正しく適用できるようにする。

(2) 準 備 教師 平行四辺形(掲示用、配布用）

児童 定規、三角定規、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 ５

・ 「ひらめきiシート」に身に付け ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

た「知識・技能、考え方」が十分に に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

書けていたか確かめる。 実物投影機を使って紹介する。

２ 住宅地図の図形の面積についての １０

活用問題を解き、説明する。

○ 一人一人の考えや表現を高めるために、個で考

えた後、なぜ等しいかペアで説明し合い、その後

全体で確認するようにする。

○ 根拠を明確にして、考えたり説明したりできる

① 住宅地図の中から、面積が等しく よう、「ひらめきiシート」のどの時間の内容を使

なる平行四辺形を見つけ、その理由 ったかを書かせたり、「底辺と高さが等しい」「高

を考える。 さが等しい」わけも書くことを促す。

・ 見かけは違うけれど、底辺は４ｍ ◎ 根拠がうまく説明できない児童には、「面積が

で、高さは平行線の間の長さだから 等しいとき何が等しいか」「高さはどの部分か」

みんな８ｍで等しいね。 などを問いかけたり、「ひらめきiシート」で確か

・ 平行四辺形の面積＝底辺×高さだ めたりするよう助言する。

から、面積を計算したら、答えが同

じになったよ。

② 住宅地図の中に、面積が等しくな ５

る平行四辺形をかく。

・ たくさんかけたよ。 ○ 住宅地図の中の平行線を利用して、等しい面積

・ 平行な直線があれば、いくつでも の図形をかけるようにする。

かけるね。 ○ 図形の見方を養えるよう、二つ以上の図形をか

・ 底辺がどれも等しいね。 く条件で底辺は自由とする。（１ｍが１ｃｍ）

○ 根拠に基づいて正しくかけたかどうか判断する

ために、ペアで確認するよう指示する。

③ ある土地の面積から、底辺や高さ １５

を求める。

分かっていることを基にして、考えたり説明したり

しましょう。（演繹）

分かっていることを基にして考えてみましょう。

（演繹）

分かっていることを基にして考えてみましょう。

（演繹）

[課題] 学んだことを使って、なぜそうなるのかの理由をしっかり説明しよう。
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○ よりよく解決したり、根拠を明確にして説明し

たりできるよう、「ひらめきiシート」を使ってよ

いことを指示する。

○ 個で考えた後、ペアで根拠を明確にして説明で

きるよう指示する。

◎ 互いの考えを説明したり、読み取ったりする力

を高められるよう、考え方や説明が分からない児

童は、周りの児童にヒントをもらって、説明まで

を完成させてよいことを指示する。

○ 全体で、模範解答を確認し、自分の説明を修正

する。

５ 学習のまとめをする。 １０ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の適 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

用問題を貼り、学習の振り返りを書 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

く。 た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

＜児童に書かせたい記述例＞ 葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は板書のキーワードを基に振り返るよう助言する。

◇ 平行四辺形の公式を使って、面積を求めたり、

底辺の長さや高さを求めることができる。

【技】（行動観察・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

5/13

＜考え方カード＞ ＜まとめ＞

・平行四辺形の面積＝底辺×高さ

・平行線の間の長さが高さ

＜児童の考え＞

公式を使って面積から底辺の長さや高さ

を求めることができる。

式や計算

答え

式や計算

答え

式や計算

答え

A公園もB公園も、平行四辺形で高さは同じで
す。

高さを□ｍとすると２０×□＝４８０

□＝４８０÷２０

＝２４ だから高さは２４ｍ

B公園の平行四辺形の底辺を□ｍとすると
□×２４＝７２０

□＝７２０÷２４

公式を使って面積から底辺の長さや高さ

を求めることができる。

平行四辺形の公式を使えば面

積から底辺や高さが分かる。

□×８＝４８

□＝６ で、高さは６ｃｍ

平行四辺形の高さは、底辺

と底辺と向かい合う辺の平

行線の間の長さだから見か

けはちがうけれど、あとい

は面積が同じです。

[課題] 学んだことを使って、なぜそうなるのかの理由をしっかり説明しよう。
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６ 展開（６／１３）

(1) ねらい

○ 三角形の面積を求める活動において、等積変形や倍積変形など、既習の方法と結び付けて長方形

や平行四辺形に帰着させて考え、説明することができる。

(2) 準 備 教師 三角形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 時間 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 １０ ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

実物投影機を使って紹介する。

○ 面積の求め方の見通しが立てやすいよう、方眼

・ 「ひらめきiシート」に身に付け マスにかいた三角形を提示する。

た「知識・技能、考え方」が十分に

書けていたか確かめる。

２ 既習事項を基に、三角形の面積の ○ 児童が主体的に考えを進められるよう、前時ま

求め方の見通しを立てる。 でとは逆に、児童にどのように考えるか発問して

・ １㎠のいくつ分で数える。 から、「考え方カード」を掲示する。

・ 平行四辺形と同じに、分けたり、 ※ 児童から引き出した考えと対応する「考え方カ

移動したりして面積の求められる図 ード」を黒板に貼る。（以下同様）

形に形が変えられないかな。

・ 長方形を基にして考えられそうだ

ね。 ○ 解決の見通しを立てるために、平行四辺形の求

・ 平行四辺形の面積の公式も、使え 積方法や第４学年「面積」の単元の「ふやす（面

ないかな。 積が２倍の図形にする）」考え（倍積変形）を「ひ

らめきiシート」で確かめられるよう促す。

３ 長方形や平行四辺形の面積を基に、

三角形の面積の求め方を考える。 １０

・ 予想される記述例 ○ 「長方形（平行四辺形）を基にする」「長方形

（平行四辺形）に変形して」「長方形（平行四辺

形）の公式を使って」など、根拠を明確にして考

えたり、説明したりできるよう、「ひらめきiシー

ト」を用いることを助言する。

◎ つまずいている児童は、ひらめきiシート」の

平行四辺形の求積方法を見直すよう助言する。

４ 考えを発表し、全体で比較・検討 １５

する。

習ったことと同じように考える（類推）

分かっていることを使って考える・説明する（演繹）

合同な三角形を合わせて、平行四辺形を基にして

考えました。

三角形の面積＝平行四辺形の面積÷２

＝底辺×高さ÷２

＝６×４÷２

＝１２ １２㎠

似ているところ、同じところは何ですか。（統合）

分かっていることを使って考える・説明する（演繹）

[課題] 三角形の面積の求め方を考えましょう。
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①切って動かす ②切って動かす ○ 「分かっていることを使う」を意識して、考え

たり説明したりできている児童を意図的に指名す

ることで、より良い方法や説明の仕方を確認する。

③ ふやす ◎ 全体で考えを共有できるよう、指名された児童

だけでなく、説明を繰り返させたり、図から説明

させたり、続きを説明させたりする。

○ 考えの似ているところを見いだしやすくするた

めに、等積変形と倍積変形に分けたり、式に着目

・ 切ってずらす考え方で面積を求め させたりするよう発問する。

たよ。 ○ 公式の意味が理解できるよう、始めは児童の表

・ ○○さんは、ふやす考え方で求め 現で式に表し、正しい算数用語へと置き換える。

ているね。 ○ 底辺、高さの用語を確かめ、高さを正しく理解

・ どの方法も、公式の分かる図形に できるよう、底辺に対して、頂点から垂直に下ろ

直して計算で求めているね。 した直線であることを作図して示す。

・ どの方法も、底辺×高さ÷２とい ◇ 三角形の面積を、等積変形又は倍積変形の考え

う式にすることができるね。 で求めようとしている。【関】（発言・ノート）

５ 学習のまとめをする。 １０ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

習の振り返りを書く。 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

＜児童に書かせたい記述例＞ た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

○ 学習したことの理解を深められるよう、より良

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は板書のキーワードを基に振り返るよう助言する。

◇ 長方形や平行四辺形など、どの図形を基にした

か根拠を明らかにして考え、説明している。

【考】（発言・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

三角形の面積は、平行四辺

形の時と同じように、切って

動かす考え方を使って、長方

形に形を変えれば面積を求

められるんだな。

三角形の面積は、合同な図

形を増やす考え方を使って

長方形や平行四辺形に形を

変えても、面積が求められる

んだな。

6/13

＜考え方カード＞

・切って動かす ・平行四辺形の公式 ・底辺×高さ÷２

・ふやす ・長方形の公式ての辺

＜児童の考え＞ ＜まとめ＞

① 切って動かす ②切って動かす ③ふやす

式や計算

答え

式や計算

答え

式や計算

答え

三角形の面積は「底辺×高さ÷２」

で求められる。

三角形の面積＝平行四辺形の面積÷２

＝底辺×高さ÷２

＝６×４÷２

＝１２ １２㎠

[課題] 三角形の面積の求め方を考えましょう。
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６ 展開（７／１３）

(1) ねらい

○ 一つの三角形の面積を、三通りの底辺のとり方で求める活動を通して、三角形は底辺をどこにと

るかで高さが決まり、底辺をどこにとっても面積は変わらないことを理解する。

(2) 準 備 教師 平行四辺形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 １０ ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

・ 「ひらめきiシート」に身に付け に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

た「知識・技能、考え方」が十分に 実物投影機を使って紹介する。

書けていたか確かめる。

２ 既習事項を基に、底辺が水平でな ○ 前時までの三角形とどこが違うかを問いかける

い三角形の面積の求め方の見通しを ことで、どうすれば面積が求められるのかの見通

持つ。 ア しを持てるようにする。

イ

○ 既習の平行四辺形の考えと結び付けて見通しが

ウ 持てるよう、ひらめきiシート」を用いて見通し

・ 三角形形だから「底辺×高さ÷２」 を立てるよう促す。

で面積を求められるね。 ○ 個の見通しを伝え合い、より適切な見通しがも

・ でも、底辺はどこか分からないな。 てるよう、「ひらめきiシート」を用いながらペア

・ 平行四辺形のときと同じで、図形 で交流し、その後全体で交流する。

を回転させれば底辺決められるよ。 ◎ 活用する「知識・技能、考え方」を基に解決で

・ 回転させると底辺のとり方が三通 きるよう、「考え方カード」と対応させて、児童

りになるね。 から出された考えのキーワードを板書する。

・ 平行四辺形と同じで、底辺が違っ

ても、面積は同じなのかな。

３ 三通りの方法で平行四辺形の面積 １０ ○ 「ひらめきiシート」を使って立てた見通しを

を求める。 基に個々に解決する。

○ 底辺を決め、高さを正確に作図できるよう、「ひ

らめきiシート」で高さの定義や作図の仕方を確

かめるよう助言する。

○ 測定によっては、誤差が出ることを知らせる。

・ 高さは、底辺に対して垂直に引く ◎ 底辺、高さの測定や作図でつまずいている児童

んだったね。 には、個別に支援する。

・ どちらも面積はほぼ同じになるね。

４ 考えを発表し、全体で比較・検討 １０ ○ 分かったことを児童の言葉を生かしてまとめ、

する。 振り返ることができるよう、「考え方カード」と

・ どちらの底辺でも、面積は同じに 対応させて児童から出された考えのキーワードを

なったよ。 板書する。

前に学習したやり方と、同じように考えられること

はありますか。（類推）

[課題] 平行四辺形の底辺をどこにするかでちがいがあるか調べましょう。
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・ 底辺が決まるとそれに対する高さ

が決まるんだね。

・ どの求め方でもいいんだね。

５ 学習のまとめをする。 １５ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

習の振り返りを書く。 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

＜児童に書かせたい記述例＞ た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。。

○ 学習したことの理解を深められるよう、より良

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は、板書のキーワードを基に振り返るよう助言す

・ 「ひらめきiシート」に記述した る。

ことを見せ合う。 ○ より理解を深めるために、友達の良いところを

・ 適用問題をする。 相互評価しながら自分の「ひらめきiシート」に

付け足しをする。

◇ 三角形は、底辺をどこにとるかで高さが決まり、

底辺をどこにとっても面積は変わらないことを理

解している。【知】

（発言・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

7/13

＜考え方カード＞

・底辺×高さ÷２ ・図形は回転させても

・平行四辺形は底辺が 合同

二通りあった ・底辺に対して高さは

垂直

＜児童の考え＞ ＜まとめ＞

三角形の底辺、高さは三通りあり、どれ

で計算しても面積は変わらない。

式や計算

答え

式や計算

答え

三角形の底辺、高さは三通りあり、どれ

で計算しても面積は変わらない。

平行四辺形と同じで、三

角形の底辺と高さも、底

辺をどこにするかで高さ

が決まり、底辺をどこにし

ても面積は同じなんだな。

[課題] 平行四辺形の底辺をどこにするかでちがいがあるか調べましょう。
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６ 展開（８／１３）

(1) ねらい

○ 頂点から底辺に引いた垂直な直線が、底辺の延長上で交わる場合の三角形の面積を求める活動を

通して、高さの概念を当てはめたり、平行四辺形や高さが分かる三角形に変形したりするなど、既

習の方法を用いて面積を求め、公式が使えることを理解している。

(2) 準 備 教師 三角形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 時間 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 １０ ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

・ 「ひらめきiシート」に身に付け に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

た「知識・技能、考え方」が十分に 実物投影機を使って紹介する。

書けていたか確かめる。 ○ 相違点を見出し、見通しを立てやすくするため

２ 頂点から底辺に引いた垂直な直線 に、方眼マスにかいた前時までの三角形と本時の

が、底辺に交わらない三角形の面積 三角形を提示する。

を求め方について、既習事項を基に

見通しを立てる。 ける児童の中のよい表現の例を紹介する。

（前時） （本時） ○ 「前時までのどの方法が使えそうか」「何を基

・ この三角形の高さは、底辺と交わ にそう考えたのか」など根拠を明確にして適切に

らないな。 見通しが持てるよう「ひらめきiシート」を用い

・ 底辺を延ばして、高さを引けば ることを助言する。

いいんじゃないかな。 ○ 個々の見通しを全体で交流し、単元構想でとら

・ 本当にそれいいのかな。 えた活用する「知識・技能、考え方」に気付ける

・ 平行四辺形と同じように、高さの よう、発問したり価値付けたりする。

直線が分かる三角形や平行四辺形に ◎ 活用する「知識・技能、考え方」を基に解決で

して確かめよう。 きるよう、「考え方カード」と対応させて、児童

から出された考えのキーワードを板書する。

３ 既習事項を基に、三角形の面積の １０

求め方を考える。

① 切って動かして平行四辺形にする。 ○ 「何を基に考えたか」根拠を明確にしたり、「高

さはどの部分か」図示したりして考えたり説明し

たりできるよう「ひらめきiシート」を用いるこ

とを助言する。

◎ つまずいている児童は、高さの直線が底辺に垂

① 合同な図形をふやして平行四辺形 直に交わらない平行四辺形の「ひらめきiシート」

にする。 を確かめるよう助言したり個別に支援したりする。

◇ 頂点から底辺に引いた垂直な直線が、底辺の延

長上で交わる三角形の面積を既習事項を根拠とし

て求めようとしている。【関】（発言・ノート）

分かっていることを使って考える・説明する（演繹）

前に学習したやり方と、同じように考えられることは

ありませんか。（類推）

分かっていることを基にして考えましょう。（演繹）

[課題] 頂点から底辺に引いた垂直な直線が、底辺に交わらない三角形の面積の求め方を考えましょう。
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３ 考えを発表し、全体で比較・検討 １５ ○ 児童が、より良い方法や説明の仕方に気付き、

する。 考えを深められるよう、考えの根拠を明らかにし

・ 高さの直線が底辺に引ける平行四 て表現できている児童を意図的に指名する。

辺形にすると、公式を使って面積を ◎ 全体で考えを共有できるよう、指名された児童

求められたよ。 だけでなく、説明を繰り返させたり、図から説明

・ どの方法も、公式を使って計算で させたり、続きを説明させたりする。

求められるね。

・ どの方法も、底辺を延ばして引い

た高さと高さは等しくなっているね。

・ 三角形の高さは、平行四辺形と同 ○ 三角形の高さについての理解が深められるよう、

じで、底辺と平行な直線との間の長 それぞれの方法の高さに着目できるよう発問する。

さになっているね。 ○ どの方法も面積の公式「底辺×高さ÷２」が適

用できることを説明する。

○ どの方法でも、高さが、底辺と底辺と向かい合

う平行線の間の長さになることを、図を重ね合わ

せることで視覚的に捉えられるようにする。

４ 学習のまとめをする。 １０ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

習の振り返りを書く。 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

＜児童に書かせたい記述例＞ た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は板書のキーワードを基に振り返るよう助言する。

◇ 三角形の高さが底辺の延長上にくる場合も、公

式を使って求められることを理解している。

【知】（発言・ノート・適用問題・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

8/13

・切って動かす ・平行四辺形 ・平行四辺形にする

・高さは平行線の間の長さ ・高さは平行線の間

＜児童の考え＞ ＜まとめ＞ 長さ

① ②

式や計算

答え

式や計算

答え

三角形の高さも、平行四辺形と同じで、底辺と

頂点を通る平行な直線の間の長さになる。

似ているところ、同じところはありますか。（統合）

三角形の高さも、平行四辺形と同じで、底辺と

頂点を通る平行な直線の間の長さになる。

高さが分かりにくい三角形も

切ってずらしたり、合同な図

形を増やしたりする考えを

使って、長方形や平行四辺

形に形を変えれば、面積が

求められるんだな。

三角形の高さは、底辺と底辺

と向かい合う頂点を通る平行

線の間の長さなんだな。

[課題] 頂点から底辺に引いた垂直な直線が、底辺に交わらない三角形の面積の求め方を考えましょう。
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６ 展開（９／１３）

(1) ねらい

○ 底辺と高さが同じ三角形の面積を求めたり、面積から底辺や高さを求めたりすることを通して、

三角形の求積公式を正しく適用できるようにする。

(2) 準 備 教師 三角形(掲示用、配布用）

児童 定規、三角定規、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 ５ ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

・ 「ひらめきiシート」に身に付け に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

た「知識・技能、考え方」が十分に 実物投影機を使って紹介する。

書けていたか確かめる。

２ 住宅地図の図形の面積についての

活用問題を解き、説明する。 １０

① 住宅地図の中から、面積が等しく ○ 一人一人の考えや表現を高めるために、個で考

なる三角形形を見付け、その理由を えた後、なぜ等しいかペアで説明し合い、その後

考える。 全体で確認するようにする。

・ 見かけは違うけれど、底辺は３ｍ ○ 根拠を明確にして、考えたり説明したりできる

よう、「ひらめきiシート」のどの時間の内容を使

ったかを書かせたり、「底辺と高さが等しい」「高

さが等しい」わけも書くことを促す。

◎ 根拠がうまく説明できない児童には、「面積が

で、高さは平行線の間の長さだから 等しいとき何が等しいか」「高さはどの部分か」

みんな６ｍで等しいね。 などを問いかけたり、「ひらめきiシート」で確か

・ 三角形の面積＝底辺×高さ÷２だ めたりするよう助言する。

から、面積を計算したら、答えが同

じになったよ。

② 住宅地図の中に、面積が等しくな ５

る三角形をかく。

・ たくさんかけたよ。 ○ 住宅地図の中の平行線を利用して、等しい面積

・ 平行な直線があれば、いくつでも の図形をかけるようにする。

かけるね。 ○ 図形の見方を養えるよう、二つ以上の図形をか

・ 底辺がどれも等しいね。 く条件で底辺は自由とする。（１ｍが１ｃｍ）

○ 根拠に基づいて正しくかけたかどうか判断する

ために、ペアで確認するよう指示する。

③ 住宅地図の中で、面積を求めると

底辺や高さも求められる問題に取り １５

組む。 ○ 個で考えた後、ペアで根拠を明確にして説明で

きるよう指示する。

分かっていることを基にして、考えたり説明したり

しましょう。（演繹）

分かっていることを使って考える・説明する（演繹）

分かっていることを使って考える・説明する（演繹）

[課題] 学んだことを生かして問題をといてみましょう。
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◎ 互いの考えを説明したり、読み取ったりする力

を高められるよう、考え方や説明が分からない児

童は、周りの児童にヒントをもらって、説明まで

を完成させてよいことを指示する。

○ 全体で、模範解答を確認し、自分の説明を修正

する。

・面積も高さも分からない。 ◇ 三角形の底辺と高さが等しければ、形が変わっ

・でも三つの辺の長さは分かっている。 ても面積は変わらないことを理解している。【知】

・それに、直角三角形だね。 （発言・ノート・適用問題）

・直角三角形なら、面積が出せるね。 ◇ 三角形の求積公式から、底辺や高さを求めるこ

・９×１２÷２＝５４㎡だ！ とができる。【技】 （ノート・適用問題）

・面積が分かれば、高さも分かるね。

５ 学習のまとめをする。 １０ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の適 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

用問題を貼り、学習の振り返りを書 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

く。 た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

＜児童に書かせたい記述例＞ 葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は板書のキーワードを基に振り返るよう助言する。

◇ 平行四辺形の公式を使って、面積を求めたり、

底辺の長さや高さを求めることができる。

【技】（行動観察・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

9/13

＜考え方カード＞ ＜まとめ＞

・三角形の面積＝底辺×高さ÷２

・平行線の間の長さが高さ

＜児童の考え＞

公式を使って面積から底辺の長さや高さ

を求めることができる。

式や計算

答え

式や計算

答え

公式を使って面積から底辺の長さや高さ

を求めることができる。

平行四辺形と同じで、三

角形も公式を使えば面積

から底辺や高さが分かる。

１０×□÷２＝２４

１０×□＝４８

□＝４８÷１０ で、

□＝４．８ 高さは４．８ｍ

平行四辺形と同じで、三

角形の高さも、底辺と底辺

と向かい合う頂点を通る

平行線の間の長さだから

見かけはちがうけれど、面

積が同じです。

[課題] 学んだことを生かして問題をといてみましょう。
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６ 展開（１０／１３）

(1) ねらい

○ 台形の面積を求める活動において、等積変形や倍積変形など、既習の方法を基に長方形や平行四

辺形、三角形に帰着させて考え、説明することができる。

(2) 準 備 教師 台形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 ５

・ 「ひらめきiシート」に身に付け ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

た「知識・技能、考え方」が十分に に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

書けていたか確かめる。 実物投影機を使って紹介する。

２ 既習事項を基に、台形の面積の ７

求め方の見通しを立てる。

○ 面積の求め方の見通しが立てやすいよう、方眼

マスにかいた台形を提示する。

○ 解決の見通しを立てるために、平行四辺形や三

・ 平行四辺形と同じに、切って動か 角形の求積方法や第５学年「図形の合同と角」の

せば長方形を基に考えられるね。 単元の考えを「ひらめきiシート」で確かめられ

・ 三角形と同じで、合同な図形をふ るよう促す。

やせば、平行四辺形を基に公式で求

められるね。

・ 多角形の角のときのように、対角

線で三角形に分けても、面積を求め

られそう。

３ 長方形や平行四辺形の面積を基に、

三角形の面積の求め方を考える。 １０

・ 予想される記述例 ○ 「長方形（平行四辺形・三角形）を基にする」

「長方形（平行四辺形・三角形）に変形して」「長

方形（平行四辺形・三角形）の公式を使って」な

ど、根拠を明確にして考えたり、説明したりでき

るよう、「ひらめきiシート」を用いることを助言

する。

◎ つまずいている児童は、「ひらめきiシート」の

平行四辺形や三角形の求積方法を見直すよう助言

する。

４ 考えを発表し、全体で比較・検討 １３

する。

習ったことと同じように考える（類推）

合同な台形を合わせて、平行四辺形を基にして考え

ました。

台形の面積＝平行四辺形の面積÷２

＝底辺×高さ÷２

＝（６＋２）×４÷２

＝ １６ １６㎠

似ているところ、同じところはありますか。（統合）

分かっていることを使って考える・説明する（演繹）

[課題] 台形の面積の求め方を考えましょう。
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① 切って動かす ② ふやす ○ 児童が、より良い方法や説明の仕方に気付き、

考えを深められるよう、考えの根拠を明らかにし

て表現できている児童を意図的に指名する。

③ 分ける ◎ 指名された児童だけでなく、全体で考えを共有

できるよう、説明を繰り返させたり、図から説明

させたり、続きを説明させたりする。

・ 切ってずらす考え方で面積を求め ○ 自分以外の考え方の理解を深めるために、その

たよ。 根拠を「ひらめきiシート」で確認するよう促す。

・ ○○さんはふやす考えで求めたん ○ 式に出てくる数の順番をそろえたり、数の表す

だね。 長さを言葉に置き換えたりして、面積の公式「（上

・ 分ける考え方でも求められるよ。 底＋下底）×高さ÷２」になるよう発問する。

・ どの方法も、公式の分かる図形に ○ 高さは、下底と上底の間の長さであることを説

直して計算で求めているね。 明する。

・ どの方法も、（上底＋下底）×高 ◇ 既習の考えを使って台形の面積を求めようとし

さ÷２という式にできたよ。 ている。【関】（発言・ノート）

５ 学習のまとめをする。 １０ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 ○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

習の振り返りを書く。 いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

＜児童に書かせたい記述例＞ た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は板書のキーワードを基に振り返るよう助言する。

◇ どの考えで、どの図形を基にしたか根拠を明ら

かにして考え、説明している。

【考】（発言・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

台形の面積は「（上底＋下底）×高さ

÷２」で求められる。

10/13

・切って動かす ・平行四辺形の公式 ・（上底＋下底）×高さ÷２

・ふやす ・長方形の公式

・分ける ・三角形の公式

＜児童の考え＞

① 切って動かす ②ふやす ③分ける ＜まとめ＞

式や計算

答え

式や計算

答え

式や計算

答え

台形の面積は「（上底

＋下底）×高さ÷２」で

求められる。

台形の面積の公式は、平行

四辺形（長方形、三角形）の

面積の公式をもとにすると、

（上底＋下底）×高さ÷２と

置き換えて表せばいいんだ

な。

台形の面積＝(上底＋下底）×高さ÷２
＝（６＋２）×４÷２

＝１６

台形の面積の公式は、平行

四辺形（長方形、三角形）の

面積の公式をもとにすると、

（上底＋下底）×高さ÷２と

置き換えて表せばいいんだ

な。

[課題] 台形の面積の求め方を考えましょう。
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６ 展開（１１／１３）

(1) ねらい

○ ひし形の面積を対角線を利用して求める活動において、等積変形や倍積変形など、既習の方法を

基に考え、公式を考えることができる。

(2) 準 備 教師 ひし形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想れる児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 ５

・ 「ひらめきiシート」に身に付け ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

た「知識・技能、考え方」が十分に に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

書けていたか確かめる。 実物投影機を使って紹介する。

２ 既習事項を基に、ひし形の面積の １０

求め方の見通しを立てる。

○ どのように予想を立てるか、考え方の流れを児

童から引き出して考え方カードを掲示していく。

・ 対角線は垂直に交わっているね。 ○ 「ひし形の面積を求めるのに必要な条件につい

・ これなら三角形に分けて、底辺と て見通しが持てるよう、「ひらめきiシート」で、

高さがすく分かる。 ひし形の性質について復習する。

・ ふやして長方形にできそうだ。 ○ 本時の課題を明確にするために、対角線を使っ

・ 切ってずらしても長方形になるよ。 て求めるよさについて考えられるよう発問する。

３ 既習事項を基にひし形の面積の求 １０

め方を考える。 ○ 児童の見通しを図で示すことによって、図を基

・ 予想される記述例 に複数の方法で解決できるよう促す。

○ 「長方形（三角形）を基にする」「長方形（三

角形）に変形して」「長方形（三角形）の公式を

使って」など、根拠を明確にして考えたり、説明

したりできるよう、「ひらめきiシート」を用いる

ことを助言する。

◎ つまずいている児童は、「ひらめきiシート」の

三角形や台形の求積方法を見直すよう助言する。

４ 考えを発表し、全体で比較・検討 １０

する。

① 切って動かす ② ふやす ◎ 表現力が高まってきた児童を意図的に指名して、

聞く側に手助けさせながら、発表に対する自信を

身に付けられるようにする。

◎ 指名された児童だけでなく、全体で考えを共有

分かっていることを基にして、考える（演繹）

前に学習したやり方と同じように考える（類推）

ひし形を対角線で分けた三角形をふやして、長方形に

しました。この長方形は、ひし形の面積の２倍です。

だから

ひし形の面積＝長方形カキクケ÷２

＝対角線×対角線÷２

＝９×６÷２＝２７ ２７㎠

分かっていることを基にして、考えたり、説明したり

する（演繹）

[課題] ひし形の面積を、対角線の長さを使って求め、きまりを考えよう。
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③ 分ける ④ ずらす できるよう、説明を繰り返させたり、図から説明

させたり、続きを説明させたりする。

○ 自分以外の考え方の理解を深めるために、その

根拠を「ひらめきiシート」で確認するよう促す。

・ 切って動かすと長方形の面積公式

を使ってできる。 ○ 式に出てくる数の順番をそろえたり、数の表す

・ ふやして長方形の面積公式を使う。 長さを言葉に置き換えたりして、面積の公式「対

・ 二つの三角形に分けて、三角形の 角線×対角線÷２」になるよう発問する。

面積公式を使う。 ○ 三角形を等積変形する考え方を使った「ずらす」

・ ずらして三角形の面積公式を使う。 の考え方は、「見かけが違っても面積が同じ」の

・ どの方法も、ひし形を長方形や平 考えから理解できるよう、「ひらめきiシート」を

行四辺形、三角形に形を変えて、公 用いて説明する。

式を使って計算で求めているね。 ◇ 既習の考えを使ってひし形の面積を求めようと

・式は全部９×６÷２となるね。 している。【関】（発言・ノート）

・ 言葉で置き換えると「対角線×対

角線÷」２となるんだね。

５ 学習のまとめをする。 １０ ○ 児童が理解しやすいよう、児童の言葉を生かし

・ 全体で振り返り、まとめをする。 て、できるだけ簡潔に示す。

○ 本時で身に付けた「知識・理解、考え方」につ

いて「どのように考えたら、どんなことが分かっ

・ 「ひらめきiシート」に本時の学 た」を振り返り、「ひらめきiシート」に言葉や言

習の振り返りを書く。 葉、数、式、図を用いて記述するよう指示する。

＜児童に書かせたい記述例＞ ○ 学習したことの理解を深められるよう、よりよ

い考えや表現を取り入れて記述するよう助言する。

◎ どのように記述したらよいか分からない児童に

は板書のキーワードを基に振り返るよう助言する。

◇ ひし形を既習の求積公式が使える図形を基にし

て、面積の求め方を考えている。【考】

（発言・ノート・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

似ているところ、同じところを見つける（統合）

11/13

・切って動かす ・三角形の公式 ・対角線×対角線÷２

・ふやす ・長方形の公式

＜児童の考え＞ ・分ける・ずらす

① 切って動かす ②ふやす ③分ける ④ ずらす ＜まとめ＞

ひし形の面積は「対角

線×対角線÷２」で求め

られる。
式や計算

答え

式や計算

答え

式や計算

答え

式や計算

答え

ひし形の面積＝対角線×対角線÷２

＝９×６÷２

＝２７ ２７㎠

ひし形の面積は「対角線×対角線÷

２」で求められる。

ひし形の面積の公式は、平

行四辺形（長方形、三角形）

の面積の公式をもとにすると、

対角線×対角線÷２と置き

換えて表せばいいんだな。

対角線を用いて面積を求める

こともできるんだな。

[課題] ひし形の面積を、対角線の長さを使って求め、きまりを考えよう。
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６ 展開（１２／１３）

(1) ねらい

○ 四角形や五角形の面積を求める活動において、等積変形や分割するなど、既習の方法を基に面積

公式の分かる図形に帰着して考え、説明することができる。

(2) 準 備 教師 四角形、五角形(掲示用、配布用）、考え方カード

児童 定規、三角定規、はさみ、のり、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 ５ ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

・ 「ひらめきiシート」に身に付け に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

た「知識・技能、考え方」が十分に 実物投影機を使って紹介する。

書けていたか確かめる。

２ 四角形の面積の求め方について、 ５

既習事項を基に見通しを立てる。

○ どのように予想を立てるか、考え方の流れを児

童から引き出して考え方カードを掲示していく。

○ 面積の求め方を根拠をもって考えられるよう、

・台形でも、ひし形でもないな。 前時までの四角形との違いについて発問する。

・ 分けたら三角形にできるね。 ○ 「ひらめきiシート」を基に、個で見通しを

・ 図形を付け加えたらどうなるかな。 立てるよう促す。

・ それはできないかも。 ◎ つまずいている児童には、「算数ひらめきカー

ド」を用いながら助言する。

◎ 自力解決のヒントとなるよう児童の見通しのキ

ーワードを板書する。

３ 既習の考え方を基に、四角形の面 ５

積を求める。

・予想される記述例 ○ 「三角形を基にする」「三角形に変形して」「三

角形の公式を使って」など、根拠を明確にして考

えたり、説明したりできるよう、「ひらめきiシー

ト」を用いることを助言する。

◎ つまずいている児童は、「ひらめきiシート」の

三角形や台形の求積方法を見直すよう助言する。

３ 考えを発表し、全体で比較・検討 １０

① 分ける

◎ 表現力が高まってきた児童を意図的に指名して、

聞く側に手助けさせながら、発表に対する自信を

身に付けられるようにする。

前に学習したやり方と同じように考える（類推）

四角形を２つの三角形に分けて、三角形の

面積の公式を使います。

四角形の面積＝２つの三角形の和

＝６×４÷２＋６×１．５÷２

＝１６．５ １６．５㎠

分かっていることを基にして、考える（演繹）

分かっていることを基にして、考えたり、説明したり

する（演繹）

[課題] 四角形や五角形の面積の求め方を考えましょう。
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・ 二つの三角形に分けて、三角形の ◎ 指名された児童だけでなく、全体で考えを共有

面積公式を使う。 できるよう、説明を繰り返させたり、図から説明

・ 三角形に分ける方法は、どんな多 させたり、続きを説明させたりする。

角形でも使えるね。

４ 適用問題を解く。 １０

＜五角形＞

○ 「分かっていることを使う」を意識させるため

に、「三角形○個に分けた」「三角形と台形に分け

た」などの根拠を明確にして、考えたり説明した

りできるよう促す。

○ 個で考えた後、どのように考えたか、ペアで

説明し合い、より良い説明になるように助言し合

う。

５ 学習のまとめをする。 １０ ◇ 既習の考えを使って、一般の四角形や五角形の

・ 全体で振り返り、まとめをする。。 面積を求めようとしている。【関】（行動観察・発

言・ノート・適用問題）

○ 問題を「ひらめきiシート」に貼る。

○ 本時の学習を評価するために、自力解決させる。

・ 本時の学習を生かして、問題を解 ◇ 一般の四角形や五角形を既習の求積公式が使え

き、根拠を明確にして説明を書く。 る形に分割して、面積の求め方を考えている。【考】

（ノート・適用問題・ひらめきiシート）

(4) 板書計画

12/13

・分ける ・三角形 ・どんな多角形も

対角線で分けると

面積が求められる。

① 分ける 練習

多角形の面積は、三角形

に分けると求められる。

多角形の面積は、三角形に分

けると求められる。

分かっていることを基にして、考えたり、説明したり

する（演繹）

いつでもできそうな考えは何でしょうか。（一般化）

[課題] 四角形や五角形の面積の求め方を考えましょう。



- 資料31 -

６ 展開（１３／１３）

(1) ねらい

○ 図形の性質や既習の面積公式を活用して、身近な土地の面積を求める。

(2) 準 備 教師 問題に関わる図形(掲示用、配布用）

児童 定規、三角定規、ひらめきiシート

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援(○)・評価◇

予想される児童の反応（・） 太字 キーワード 努力を要する児童生徒への支援（◎）太字 研究に関わる支援

１ 既習事項を振り返る。 ５ ○ それぞれの振り返りをより正しく修正するため

・ 「ひらめきiシート」に身に付け に、前時の児童の記述の中から、良い表現の例を

た「知識・技能、考え方」が十分に 実物投影機を使って紹介する。

書けていたか確かめる。

２ 活用問題を解く。

・ 自分たちの学校とその周りにある

学校の土地の面積を求める。

① ② ○ 広さの感覚をや養えるよう、見た目でどれが一

３５ 番広いかなど予想を立てるよう発問する。

○ 生活の場面に公式を当てはめて考えるために、

三つの学校の土地を台形や多角形と見なすことを

説明する。

③ ○ 児童の到達度を見るため、自力解決する。

◎ つまずいている児童は、「ひらめきiシート」を

用いて、既習事項を確かめながら解決するよう促

す。

◇ 本単元で身に付けた図形の性質や既習の面積公

式を活用して、いろいろな身近な土地の面積を求

・ Ｂ小は、台形と考えて公式が使え めることができる。【知】

るな。 （評価問題）

・ Ａ小やＳ中は、五角形や六角形と

考えて、三角形に分けて考えればよ

いな。

・ いろいろな土地の面積が求められ

そうだ。

④ 図に合うように平行四辺形の面積

の求め方を説明しましょう。

○ 本単元で身に付けた「知識・技能、考え方」の

到達度を見るため、自力解決する。

◎ つまずいている児童は、「ひらめきiシート」を

用いて、既習事項を確かめながら解決するよう促

す。

分かっていることを使って考える・説明する（演繹）

平行四辺形を切って動かす考えを使って、長方形に

すれば、公式を使って面積を求められます。

６×４＝２４ ２４㎠

分かっていることを使って考える・説明する（演繹）

[課題] 学んだことを生かして問題をといてみましょう。
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⑤ 図に合うように三角形の面積の求 ◇ 本単元で身に付けた「知識・技能、考え方」を

め方を説明しましょう。 活用して、面積の求め方を考え、説明している。。

【考】（評価問題）

３ 単元の振り返りをする。 ◇ 本単元で身に付けた「知識・技能、考え方」を

・ 単元の学習で「どんなことが分か 使って解決し、自分の考えを説明している。【考】

ったか」「もっと調べたいことや疑 （活用問題、行動観察）

問」などを、「ひらめきiシート」 ５ ◇ 本単元で学んだことを振り返り、更に調べたい、

に、言葉や数、式、図を用いて記述 生活に役立てたいと考えている。【関】

する。 （ひらめきiシート）

７ 板書計画

13/13

どれが広いかな？

五角形 台形

六角形

式や計算

答え

式や計算

答え

式や計算

答え

合同な三角形をふやす考えを使って平行四辺形にし

ます。平行四辺形は、三角形の面積の2倍の面積な
ので、最後に２でわって一つ分にします。

６×４÷２＝２４÷２

＝１２ １２㎠

[課題] 学んだことを生かして問題をといてみましょう。
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ひらめき iシート 年 くみ 名まえ（ ）

単元名 1年 ⑪ひきざん （ ２ ）記述例

えやずであらわしたよ こんなことがわかったよ

（１）

（ １ ） ２－９は できません。

（ ２ ） １ ２を １ ０と ２に

わけます。

１ ２－９＝ （ ３ ） １ ０から ９を ひいて

１にな り ます。

（ ４ ） １ と ２を たして ３ 。
（２）

（ １ ） ３－８は できません。

（ ２ ） １ ３を １ ０と ３に

わけます。

１ ３－８＝ （ ３ ） １ ０から ８を ひいて

２にな り ます。

（ ４ ） ２ と ３を たして ５ 。
（３）

（ １ ） １－２は できません。

（ ２ ） ２ を １と １に

わけます。

１ １－２＝ （ ３ ） １ １から １を ひいて

１０にな り ます。

（ ４ ） １ ０から１をひいて ９ 。
（４）

①ひかれるかずをわけるほ うほう 。

①１４－６＝

②ひくかずをわけるほうほ う 。

②１４－６＝

どちらか、えらんでときます。

１２－９ の けいさん

１３－８ の けいさん

１１－２ の けいさん

１４－６ の けいさん
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年 くみ 名まえ（ ）

えやずであらわしたよ こんなことがわかったよ

（５）

しき １ ３－９＝４

ひろし ○○○○○○○○○ こたえ あき子さんが４まい多い

あき子 ○○○○○○○○○○○○○ ちゅ うい ９－１３ではない。

大 き い ほ う か ら 小 さ い ほ う

をひきます。
（６）

しき １ ２－５＝７

たかし ○○○○○ こたえ ７こ多い

ちか子 ○○○○○○○○○○○○

（７）

ひくかずが １ふえると

こたえは １へる

こたえが９になる式は

８まい 。８になるのは７まい ・ ・

になる

ひきざんのべんきょうをしてわかったこと ・もっとしらべたいこと ・かんそうなど

どちらが おおい？

１２ー５ の もんだい

ひきざん の ひみつ

１－１＝０ ２－１＝１

２－２＝０

３－１＝２

３－２＝１

３－３＝０

４－１＝３

４－２＝２

４－３＝１

４－４＝０
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ひらめき iシート 年 組 名まえ（ ）

単元名 ２年 ⑬ かけざん （ ４ ）記述例

えやずであらわしたよ こんなことがわかったよ

（１）

＜みんなで見つけたひみつ＞

① かける数が１ふえると 、かけられる数の分だけふえる。 （ ２のだんは、 ２ずつふえる ）

② 九九では、同じ答えが出て くることがある 。 （ ２は、 ２回 、４は３回、６は４回 ）

③ むかい合っているところに 、同じ答えがある 。 （ななめの線をかがみと考えよう ）

④ 九九のだんごとに、答えにきま りがある。 （ ５のだんの答えの一の位は５か０など ）

（一の位の数字が同じものに同じ色をぬってみる ）

九九表のひみつ
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ひらめき iシート 年 組 名まえ（ ）

えやずであらわしたよ こんなことがわかったよ

（２）

かけ算は、

かける数とかけられる数を

入れかえて計算しても

答えは同じです。
（３）

＜九九表のひみつ①を使って考える＞

３のだんの九九は 、 ３×１＝３か ら ３ずつ ふえてい ます 。

だから 、 九九をこえても ３ずつふえます。

３× ９＝２７

３×１０＝３０

３×１１＝３３

３×１２＝３６

＜かける数をわけて考える＞

かける数の １２ を ９と ３に分けて 計算すると

３×９＝２７

３×３＝９

だから 、２ ７＋９＝３６

３×５ ５×３=

九九をこえたかけ算①

３×１２

＋３

＋３

＋３

３×１２

九九表のひみつ
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ひらめき iシート 年 組 名まえ（ ）

単元名 ２年 ⑬ かけざん （ ４ ）記述例NO.２

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（４）

＜かけ算のきま り①を使って考える＞

かけ算は、 かける数とかけられる数を

入れかえて計算しても答えは同じです。

だから 、 ３×１ ３の 答えを求めます。

３× ９＝２７

３×１０＝３０

３×１１＝３３

３×１２＝３６

３×１３＝３９

＜かけられる数をわけて考える＞

九九表からも 、わかるよ うに

３のだんと ４のだんの 答えをたすと

７のだんの答えに なっています。

だから 、１ ３×３は、

９のだんの答えと ４のだんの答えを

たせば もとめられます。

９×３＝２７

４×３＝１２

だから ２７＋１２＝３９

九九をこえたかけ算②

１３×３

＋３

＋３

＋３

＋３

１３×３

９×３

４×３
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ひらめき iシート 年 組 名まえ（ ）

えやずであらわしたよ こんなことがわかったよ

（７）

（８）

※勉強したことを生かして計算ひょうを作ろう。

ひきざんのべんきょうをしてわかったこと ・もっとしらべたいこと ・かんそうなど

うごかす

ふやす

５×３＝１５

３×３＝９

だから１５＋９＝２４

２４こ

かけ算九九を使える

ようにくふうする

分ける
チョコレートの数

５×６＝３０

ふやした分は ２×３＝６

ふやした分を引いて

３０－６＝２４ ２４こ

いどうすると

３×８＝２４

２４こ

九九をこえた計算表
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ひらめき iシート 年 組 名前（ ）

単元名 ３年 ⑫小数 記述例

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（１）

カップの水のかさは、

１ ｄ Lの ますが １つ分と、

はしたの目も りの数が６つ分で、

２ ． ６ ｄ L と書き、

「二点六デシリ ッ トル 」

２ ． ６ ｄ L と読みます。

（２）

プリンカップの水のかさは、

１ ｄ Lよ り少な く

１ ｄ Lの ますが ０ で、

１ｄ L １ｄ L はしたの目も りの数が ６つ分で、

０ ． ６ ｄ L と書き 、

「 れい点六デシリ ッ トル 」

・ と読みます。

（３）

１ ｄ Lを １ ０等分した１つ分 を

０ ． １ ｄ L と書き、

「 れい点 1デシ リ ッ トル 」

と読みます。

０ ． ６ ｄ Lは 、 ０ ． １ ｄ Lの

１ ｄ L ０ ． １ ｄ L ６ こ分です。

１ ｄ Lよ り少ない

はしたの表し方

はしたの表し方

色をぬろう

色をぬろう

０ ． １ ｄ Lの 10等分

色をぬろう
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0.1dLが
こ分

0.1dLが
こ分

0.1dLが
こ分

年 組 名前（ ）

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（４） ＜小数のなかま＞
２．６ ，０．６ ，０．１ など

＜整数のなかま＞
０，１，４６，２３０ など

（５） ２ ． ４ ｄ Lは 、 ０ ． １ ｄ Lの何こ分？

１ ｄ Lは 、 ０ ． １ ｄ Lの １ ０ こ 分

２ ｄ Lは 、 ０ ． １ ｄ Lの ２０こ分

０ ．４ ｄ Lは 、 ０ ． １ ｄ Lの４こ分

合わせて ０．１ ｄ Lの ２ ４こ分

（６）

１ ｄ Lは 、 １ Lを １ ０等分した１つ分

だから、 ０ ． １ Lと表せます。

８ ｄ L＝０ ． ８ Lと表せるので、

２ L８ ｄ L＝ ２ ． ８ L と 表 せ ま す 。

（７）

１ ｍ ｍ は 、 １ ｃ ｍ を １ ０ 等 分 し た １ つ 分

だから 、 ０ ． １ ｃ ｍ と表せます。

０ １ ２ ３ ４ ５（ｃｍ）５ｍｍ＝０． ５ ｃｍ と表せるので、

３ ｃｍ ５ｍｍ＝３． ５ ｃｍ

と表せます。

小 数 とは？

２ ． ６
小
数
点

一
の
位

小
数
第
一
位

０ ． １ ｄ Lの何こ分

2 ． 4 dL

１ Lをもとにすると

1 d L = 0.1L

１ ｃ ｍ を も と に す る と

1 mm = 0.1cm

2L 8dL = 2.8L

3cm 5mm = 3.5cm
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年 組 名前（ ）

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（８）

１ｍ＝１０ ０ ｃｍ

１ ０ ｃｍは 、 １ｍを１０等分した１つ分

だから 、 ０ ． １ｍと表せます。

０ １ ２（ｍ）

８ ０ ｃｍ＝０ ． ８ｍと表せるので、

１ｍ８０ ｃ ｍ＝１ ．８ｍ

と表せます。

（９） ↑の数を書きましょう。

その数は、０．１の何個分か書きましょう。

０ １ ２ ３

０．１ ０．９ １．５ ２ ３．２

0.1 の １ こ分 ９こ分 １５こ分 ２０こ分 ３２こ分

小数も、整数と同じに 、位の数字が大き くなった り 、小さ くな った り しています。

（ 10） 小数のたし算は、整数と同じよ うに

位をそろえて計算します。

① 小数第一位を計算します。

２．５

＋ １．８ ② 一の位を計算します。

４．３ ③ 小数点をそろえてうちます。

１ｍをもとにすると

10 cm = 0.1m

1m 80cm = 1.8 m

小数のし くみ

小数のたし算
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（１１） 小数のひき算は、整数と同じよ うに

位をそろえて計算します。

① 小数第一位を計算します。

２．５

－ １．３ ② 一の位を計算します。

１．２ ③ 小数点をそろえてうちます。

単元を終えてわかったこと ・調べたいこと ・生活に役立てたいと思ったことなど

小数のひき算
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ひらめき iシート 年 組 名前（ ）

単元名 ４年 ⑬ 小数 記述例

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（１）

０ ． １ Lを１ ０等分した１つ分 を 、

０ ． ０ １ Lと書き、

「れい点れい一リ ッ トル 」 と読みます。

０ ． ０ １ Lは 、は したを表す

１ L ０ ． １ L ０．０１ L もとになる （ １つ分の ）量です。

（２）

もとの量 いくつ分

１ L １ Lが １こで １ L

０ ． １ Lが ３こで ０． ３ L

0.1L 0.1L 0.1L 0.1L ０ ． ０ １ Lが ６こで ０． ０ ６ L

合わせて １ ． ３ ６ L

（３）

もとの量 いくつ分

１ｍが ２つで ２ｍ

０ ． １ｍが ８つで ０． ８ｍ

０ ． ０ １ｍが ３つで ０ ．０３ｍ

合わせて ２． ８３ｍ

（４）

０ ． ０ １ Lを １０等分した１つ分を、

０ ． ０ ０ １ Lと書き、

「れい点れいれい一リ ッ トル 」 と読みます。

０ ． ０ ０ １ Lは 、は したを表す

もとになる （ １つ分の ）量です。

１ L ０ ． １ L ０．０１ L ０．００ １ L

０ ． １の１０等分

小数の表し方 （かさ ）

小数の表し方 （長さ ）

０ ． ０ １ の １ ０ 等分
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年 組 名前（ ）

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（５）

もとの量 いくつ分

１ ｋ ｇは １ ｋ ｇが １つで １ｋ ｇ

１ ｋ ｇ ２ ６ ４ ｇ （ ｋ ｇ ） ２ ００ ｇは ０ ． １ ｋ ｇが ２つで ０ ． ２ ｋ ｇ

６ ０ ｇは ０ ． ０ １ ｋ ｇが ６つで ０ ． ０６ ｋ ｇ

１ ｋ ｇ ２ ６ ４ ｇ を ４ ｇは ０ ． ０ ０ １ ｋ ｇが ４つで ０ ． ００ ４ ｋ ｇ

ｋ ｇだけで表す 合わせて １．２６ ４ ｋ ｇ

（６）

１ ０ ． １ ０ ． ０ １ ０ ． ０ ０１

（７）

小数も整数と同じよ うに、

１ ０倍、ごとに

位を決めて表します。

（８）

小数も整数と同じよ うに、

１ ０ 倍 す る と 、 ど の 数 字 も 位 が 1つ 上 が る

→ 小数点は右に１つずれる

10 倍

にすると 、どの数字も位が１つ下がる

→ 小数点は左に１つずれる

単位をそろえる

小数の仕組み

小数の位取り

小数の１０倍 ・ 倍

２ ．３８６

一
の
位

小
数
点

小
数
第
一
位

小
数
第
二
位

小
数
第
三
位

２．３８６

２３．８６

０．２３８６

10倍10倍10倍
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ひらめき iシート 年 組 名前（ ）

単元名 ４年 ⑬ 小数 記述例 NO.2

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（９）

小数のたし算は、整数と同じよ うに

位をそろえて計算します。

２．２５

＋ １．３４ ① 位をそろえて書 く 。

② 位ごとに計算する。

３．５９ ③ 上の小数点にそろえて

答えに小数点をつける 。

（１０）

小数のたし算は、整数と同じよ うに

位をそろえて計算します。

３．４６

＋ ２．１４ ① 位をそろえて書 く 。

② 位ごとに計算する。

１．３２ ③ 上の小数点にそろえて

答えに小数点をつける 。

（１１）

小数のたし算も、整数と同じよ うに

□＋△＝△＋□

（□＋△）＋○＝□＋（△＋○） たす順番を変えても

答えが同じにな り ます。

（１２）

単元を終えてわかったこと ・調べたいこと ・生活に役立てたいと思ったことなど

小数のたし算

小数のひき算

小数のた し算の き ま り
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ア １８０－（８５＋５０）＝４５ 答え４５°

イ １８０－４５＝１３５ 答え１３５°

５０＋８５＝１３５

三角形の角の和は、１８０°

ひらめき iシート 年 組 名前（ ）

単元名 ５年 図形の合同と角 記述例

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（ １ ）

おったり、切ったり、
おる しきつめたりして、

いろいろな大きさや形の三角形を
調べたら、どの三角形も

切る

というきまりが分かった。
しきつめる

（ ２ ）

三角形の角のきまりを使うと
角の大きさを計算で求めることが
できる。

（ ３ ）

四角形の角の和は、
三角形の角のきまりを使うと
計算で求めることができる。

（ ４ ） 五角形の角の和は、
三角形や四角形の角のきまりを

① ② 使うと、計算で求めることができる。

三角形の角の和

三角形の角のきまりを使う

四角形の角の和

１８０×２＝３６０

四角形の角の和は、３６０°

五角形の角の和

① １８０＋３６０＝５４０

② １８０×５－３６０＝５４０

五角形の角の和は、５４０°
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絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（ ５ ） どんな多角形の角の和も、
対角線で三角形に分ければ、
計算で求めることができる。

○角形だったら、１８０×（○－２）

（ ６ ）

どんな四角形も、
4つの角の和が360°なので、
しきつめることができる。

（ ７ ）

＜評価問題＞ 四角形を、３つの三角形に
図のように考えて、四角形の 分けます。三角形の角の和は
角の和を求めましょう。 １８０ °なので

１８０×３＝５４０
４つの角と重ならない角の和が
１８０ °なので
５４０ー１８０＝３６０
四角形の角の和は３６０ °
になります。

単元を終えてわかったこと ・調べたいこと ・生活に役立てたいと思ったことなど

多角形の角の和

四角形のしきつめ
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ひらめき iシート 年 組 名前（ ）

単元名 ６年 ⑩立体の体積 記述例

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（１）

底面の面積 の こ と を 「 底 面 積 」

といいます。
６ｃｍ １０ｃｍ

四角柱 の 場合 は 、 底 面 の 形 が

８ｃｍ 長方形なので底面積は

１０×６＝６０で

㎠６ ０ にな り ます 。
（２）

高さ １ ｃ ｍ まで水を入れたと き 、

㎠底面積の値は６

㎤体積の値は６ で同じになる。

だから 、角柱も円柱も

体積＝底面積×高さ

になると言える

（３）

どんな角柱や円柱も

底面を積み重ねていって

できた図形と考えると

角柱 ・円柱の体積＝底面積×高さ

で求めることができます。

底面積

色をぬろう

角柱 ・ 円 柱 の体積

底面積が６㎠の時

いろいろな角柱・円柱の体積

高

さ
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年 組 名前（ ）

絵や図で表したよ こんな考え方を使ったら

こんなことがわかったよ

（４）

角柱でも円柱でもない

立体の体積は、

分けた り 、ふやした り して

体積の求められる角柱や

円柱として考えれば

体積を求めることができる。
分けて （ふやして ） ふやして

角柱と考える 円柱と考える

（５）

立方体の一辺の長さが

２倍になると

体積は ２×２×２で

８倍になる

□ｃｍ □×２ ｃｍ （底面積は ２×２で

４倍になる ）

単元を終えてわかったこと ・調べたいこと ・生活に役立てたいと思ったことなど

角柱でも円柱でもない

立体の体積

長さと体積


